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温室効果ガス観測技術衛星（GOSAT） 
 

研究公募（Research Announcements） 
共同研究契約書 

 
  国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構（JAXA）、国立研究開発法人国立環境研究所

（NIES）、環境省（MOE）の三者（以下、「三者」という。）は、GOSAT プロジェクトか

ら得られる成果をさらに豊かなものとすることを目的に、GOSAT データポリシーに定義さ

れる全プロダクトを利用した研究提案を受けるため、研究公募を行った。公募された全研

究提案に対して RA 選定・評価委員会により審議が行われ、その結果に基づき、下記研究提

案については、三者が研究提案を適切な研究課題であると判断し、GOSAT の研究課題とし

て採択されたものである。 
 
 研究課題名： 
       （研究代表者（Principal Investigator, PI）：     ） 
 
三者及び採択された研究提案を行った PI の所属する機関（以下「RO」という。）（また

は PI）は、以下の GOSAT データ利用公募型共同研究約款（別紙 1）に基づき、共同研究

契約を締結・履行する。 
 なお、GOSAT データの提供時期や取り扱いについては、上記約款第 10 条に基づくとと

もに、PI には、RA 本文 第 4 章「GOSAT/TANSO データポリシー」に基づいてデータが

提供される（GOSAT 以外の衛星データについては、別紙 2 を参照）。また、RA 本文 第 8
章 第 1 節「PI の権利」に記述されているように、観測要求の回数や標準プロダクト・研究

プロダクトの提供量については、目的との整合性に応じて決定する。さらに、センサ等に

関する技術情報については今後変更される可能性があるため、RA 事務局から適宜 PI に通

知するものとする。 
 

  また、本契約による共同研究の期間は、上記約款第 3 条に定める期間（本契約締結の日

から最大 4 年で、GOSAT の地上システム運用期間内）とする。契約の始期は、三者と RO
による署名日の最も遅い署名日とし、契約終期は、「研究成果最終報告書」（共同研究完了

時に第 6 条の規定により提出される）が RA 選定・評価委員会に受理された日とする。 
 

以上を証するため本契約書 2 通を作成し、三者及び PI の所属機関の代表者（または PI）
が署名の上、RA 事務局及び PI の所属機関の代表者（または PI）が各 1 通を保有するもの

とする。 
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署 名 欄 

 
１．研究代表者の所属機関の代表者または研究代表者： 

 
・機関名： 
・連絡先： 
・代表者名： 
 
 
平成  年   月   日 
 

署 名                    
       
 

２．三者代表： 
・ 国立研究開発法人 宇宙航空研究開発機構 第一宇宙技術部門 

                      事業推進部長 深津 敦 
平成  年   月   日 
 

 
署 名                    

      深津 敦 
・ 国立研究開発法人 国立環境研究所 地球環境研究センター 

   衛星観測研究室長 横田 達也 
平成  年   月   日 
 

 
署 名                    

      横田 達也 
 
・ 環境省 地球環境局 総務課 研究調査室 

   室長補佐 竹中 篤史 
平成  年   月   日 
 

 
署 名                    

      竹中 篤史 
                                  以 上  
          


